豊栄病院　地域医療連携室だより　　平成２９年４月号

春になりました。日差しに気を付けて。

今月も、連携室便りをお届けします。
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　臨床検討会のお知らせ
日時；平成２９年５月９日（火）　午後６時

場所；豊栄病院　健診棟２階　多目的ホール

内容：事前指示書やDNR指示に関する内容で　

企画しようと考えています。在宅患者や施設

入所者の受け入れの際に重要な問題なので

多くの職種の人の参加を期待します。

久しぶりに外部講師は呼ばないことにしようかと考えています。事例報告を基に考えていただき、実際にDNR指示を確認している施設の方に、「どのようにしてDNR指示をとっているのか」を紹介してもらおうかなと考えています。問い合わせは天木まで。

●４月３日より７月２日まで新しい研修医の先生がやってきます。安部達也（あべたつや）先生です。[image: image2.jpg]



はじめまして、新潟大学医歯学総合病院研修医二年目の安部達也と申します。大学病院で3か月（腎・呼吸器）、魚沼基幹病院で9カ月（麻酔、循環器、整形、救急、消化器）研修させていただいた後の、地域医療として豊栄病院での3か月研修となります。魚沼にいたため”田舎の雰囲気や土地柄”は味わえておりますが、訪問診療等の地域に接した医療に触れるのは今回が初めてとなりますので、気持ちを新たにしたうえで研修に臨む次第であります。出身は栃木県の宇都宮周辺で、出身大学は新潟大学医学部です。研修後も新潟に残って働くつもりです。部活動は高校で登山部、大学で卓球をしておりました。趣味は、釣り、ビリヤード、将棋・チェス、車などと浅く広く楽しんでおります。まだまだ力不足なため迷惑をかけてしまうことが多くなってしまうかと存じますが、精一杯頑張ろうと思いますのでどうぞよろしくお願い申し上げます（安部達也）。
●One of the Suggestive Cases (OSC；おすし)
今月は、休みです。なんか面白い、役に立つ症例をだれか書きませんか？待ってます。
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●編集　この間JA広報誌に「役に立たない尿酸の話」を書いたので今私の頭は尿酸のトリビア（trivia）で飽和しています。肉食のチラノザウルスの化石には痛風の痕が見つかっており、その有名な化石は「スー」と呼ばれているとか。ワニは痛風になるけど、肉ばっか食ってるライオンはならないとか（霊長類以外の哺乳類は尿酸を代謝するウリカーゼという酵素を持っていて、もっと水に溶けやすいものに分解してます）。高いと困る尿酸ですが、実は大切な働きをしているようです。人の腎臓では血液から一度濾過した尿酸の９０％を再吸収しています。このことは尿酸が体にとって大切な物質であることを暗示しているようです。地球上で繁栄した人間と恐竜が尿酸を持っているのは生存に有利であったからで、尿酸にはすごい働きが隠れているかもしれません。　　副院長　柄澤良
豊栄病院　患者総合支援センター　TEL　025-386-2801（直通）、FAX　025-386-2784

